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私たちは地域のリーダーとして愛するまちを明るく豊かで持続可能な地域にすることを1 

目指しており、地球規模の気候変動により激甚化する自然災害や、人口減少による地域経済2 

の縮小といった危機に今まさに立ち向かっています。まちの持続可能性を脅かすこれらの3 

危機への対応は国政でも議論されていますが、各 LOM が率先し備えを充実させてまちの未4 

来を守るとともに、その備えをまちのさらなる魅力として発展させる必要があります。 5 

当委員会では、愛するまちの明るい豊かな未来のために、各 LOMが危機への備えを充実さ6 

せ、備えをまちの魅力として発展させることを支援し、持続可能な地域開発に貢献します。7 

まずは、災害発生時において迅速に支援に着手できる体制を構築するために、防災システム8 

をメンバーに一層浸透させることで防災ネットワークの維持・連携を図り、新潟ブロック協9 

議会から県内 21LOM に対して災害や支援に関する情報の共有と集約の迅速化を行います。10 

そして、地域経済の縮小に立ち向かい新たな消費を拡大するために、外部の視点を交えてま11 

ちに眠る活用しきれていない資源の調査・発掘をし、経済的に利益を創出しつつ環境保全に12 

も貢献する好循環モデルを研究することで、各 LOM とまちのステークホルダーを巻き込み13 

インバウンドを推進し、新潟県の関係人口拡大とブランド強化に貢献します。さらに、まち14 

が備えを充実させるにあたり国家との橋渡し役として重要な存在となる国会議員を人々が15 

選択するうえでの情報を充実させるために、参議院議員選挙の候補者公開討論会を実施し、16 

人々がより多くの情報に基づき政治参画する機会を創出します。 17 

以上の活動を通じて、迅速な災害支援体制が人々に安心を与え、そして発掘されたまちの18 

資源が国内外から人々を惹きつけ、充実した情報からまちと国家の橋渡し役が選ばれ、さら19 

に委員会内の絆が強固となった当委員会は各 LOMと共に夢溢れる未来を創造します。 20 

 

【事業計画】 

1.防災ネットワークの維持・連携 

2.地域に眠る活用しきれていない資源の調査・発掘・研究 

3.政治参画事業の実施・開催 

 


